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令和７年度 第３回安城市図書館協議会会議録  

 

日  時  令和７年１１月６日（木） 午後３時 

場  所  アンフォーレ本館３階健康支援室・講座室  

出席委員  浮森 和美  委員  

家禰  淳一  委員  

安田  雅人    委員  

杉田  加代子 委員  

熊谷  忠信   委員  

神谷  秀樹   委員  

宮崎  久美子 委員  

欠席委員  永井 江美子  委員  

事 務 局  石川 良一  教育長  

      横手 憲治郎  市民生活部長  

沓名  広紀    アンフォーレ課長兼図書情報館長（以下館長） 

鈴木  美穂   アンフォーレ課図書サービス係長  

深津   悠   アンフォーレ課図書情報係長  

      角谷 美咲  アンフォーレ課図書情報係主事補  

閉  会  午後４時 

 

事務局：本日はお忙しい中、令和７年度第３回安城市図書館協議会にご

出席いただきまして誠にありがとうございます。  

なお、永井委員は、本日、欠席の連絡をいただいております。図書

館協議会は、安城市図書館管理規則第 25 条第１項で、委員の半数以上

が出席しなければ会議を開くことができないと規定しています。本日

は委員８人のうち７人がご出席いただいておりますので、会議は成立

いたします。  

それではまず、市民憲章の唱和を行います。皆様ご起立をお願いし

ます。市民憲章は、次第の裏面に記載されていますので、ご覧くださ

い。 

＜市民憲章唱和＞ 

ありがとうございました。ご着席ください。  
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次に、石川教育長がご挨拶を申し上げます。  

＜教育長挨拶＞  

それでは、次第２の「協議・報告事項」に移ります。ここからは、

慣例により、取り回しを浮森会長にお願いいたします。  

 

会長：それでは、協議・報告事項の「第５次安城市子ども読書活動推進

計画について」事務局の説明をお願いします。 

＜鈴木係長が、「別冊資料」を説明＞  

会長：ありがとうございました。ただいまの説明について、ご質問、ご

意見等がありましたら、ご発言をお願いします。  

委員：先ほどの保護者に対する働きかけの追加についてですが、大変良

い取組みだと思います。この計画案では取組例として「絵本の選び方

や本との関わり方に関する保護者向け講座」が挙げられていますが、

それ以外にも小学生までの保護者に対する意識づけが重要だと感じて

います。  

家庭環境は子どもに対して非常に強い影響力を持っており、学校で

できることには限界があります。そのため、家庭と学校が協力しなが

ら、読書の習慣を身につけるための意識づけが必要です。具体的にど

のような方法が良いのかは難しい問題ですが、検討していただければ

と思います。家庭と学校が連携することで、より効果的な読書推進が

できると思います。  

館長：ご意見ありがとうございます。おっしゃる通り、例えば保護者向

けの講座を開催しようとすると、幼児期のお母さんたちは比較的参加

してくれると思いますが、小学生や中学生、高校生の保護者向けの講

座になると、参加者が少なくなるかもしれません。  

どういった働きかけを行うかについては、 PTA の会合や保護者が集ま

る機会にこちらから働きかけを行ったり、広報誌や安城市の X、LINE

などを活用して情報を発信したりするなど、様々な方法を考えていま

す。この点については今後の検討課題ですが、学校教育課や生涯学習

課とも相談しながら進めていきたいと思います。  

私たちとしては、２ページや３ページでも読んでくれれば良い、ラ

イトノベルや漫画でも良いということを保護者の方々に理解していた
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だき、読書に対する心理的ハードルを下げるよう努めていきたいと思

っています。 

委員：センセーショナルな内容で、危機感を煽るような説明も時には効

果的かもしれません。そこまでとは言いませんが、親御さんに対して

強いインパクトを与える内容の講座や活動があっても良いのではない

かと思います。  

委員：今日入ったときに第 59 回読書感想画展を見ましたが、素晴らしい

ですね。読書感想文とは異なり、感動した部分を絵に表現することで

子どもの個性がよく出ており、本当に素晴らしい作品ばかりでした。

このような活動をもっと PR し、子どもたちに本を読んで感動したとこ

ろを絵にする楽しさを広げられると、本に対する興味がさらに深まる

のではないかと思います。  

こうした取組みは、14 ページの取組例にある「おすすめ本の紹介」

の一部として位置づけられるかもしれません。同じ階には高校生の紹

介コーナーもあり、実際の本とどこに感動したかが紹介されています。

子どもたちにとって運命の本に出会うことは非常に重要です。  

高校生の紹介本や小学生・中学生の読書感想画は、本の素晴らしさ

を子どもたちに教え、気づかせる非常に良いツールになると感じまし

た。ですから、ぜひこういった取組みをもっと PR してほしいです。安

城市の広報を見ても、こういった取組みがあまり紹介されていないよ

うに思いますので、広報などで紹介されると、もっと多くの方に知っ

てもらえると思います。  

委員：計画ですが、全体的には目標がとても明確でシンプルで、わかり

やすくて良いと思いました。注釈も充実していて、とても理解しやす

くなっています。そのうえで、２つほど意見と質問があります。まず

１つ目は、８ページの計画の効果を測る仕組みとして不読率が示され

ていますが、その出典が記載されていません。具体的に資料のどの部

分にあるか、例えば「資料 26 ページ」といった形で記載されると良い

と思います。  

  それから、不読率を含む子どもの読書に関するアンケートは、今後

毎年実施されていくのでしょうか。また、その調査対象の学校や学年

は変えずに継続されていくのでしょうか。これが１つ目の質問です。  
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  ２つ目は、目標達成度についてです。計画の目標である不読率の低

減に向けて、10 ページ以降の取組例を今後実施されることと思います

が、具体的な指標や数値目標はこの中では示されていないように見受

けられます。実際には、今後の実施において具体的な数字や目標が出

てくると思います。それを実施された後、実績として示していただけ

るとありがたいです。 

館長：ご意見ありがとうございます。８ページの表記についてですが、

「今回調査の不読率」という表現が少し分かりづらいかもしれません

ので、改めさせていただきます。 

  調査については、ご指摘いただいた通り、毎年実施していきたいと

考えていますが、学校を通じての調査になるため、子どもたちに負担

がかかることになります。本当に毎年できるのか、もしくは隔年にす

るのかは、学校教育課と調整しながら進めていきたいと思います。ご

理解をお願いいたします。  

  今後の取組みについては、図書館協議会で「これを実施しました」

という結果を報告する予定です。例えば、 11 ページにあるデジタル手

法を活用した情報発信について、「何回やった」という報告だけでは

なく、どのような成果があったかをお伝えしたいと考えています。た

だし、具体的な数値目標は設定しない予定ですので、その点はご理解

いただければと思います。  

副会長：この計画自体は非常によく整理されていて、まとまっていると

思います。今後、各事業に落とし込んでいくことになると思いますが、

家庭での読書活動推進については、先ほどのお話でもあったように、

非常に連携が取りにくい部分があるかと思います。 

学校やボランティアとの連携は取りやすいですが、各家庭について

は、ブックスタートが最初のきっかけとしてあるものの、それ以降は

各家庭の環境や経済状況、保護者の意識によって大きな差が出てきま

す。保護者に対して読書活動を推進するのは非常に難しい部分があり

ます。今後、どのようにしていくかが課題になると思います。  

もう１つは、幅広く読書と触れ合う機会を増やしていくことが、こ

の計画の中で非常に重要だと思います。先ほど話にあった「推し本」

や「おすすめの本」を、図書館だけでなく、さまざまな公共機関に展
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開していくのはどうでしょうか。  

また、電子書籍についてですが、現在、学校でタブレットを使う機

会が増えており、スマホを持っている児童も多くなっています。電子

書籍は QR コードがあれば簡単にアクセスできるので、図書館内だけで

なく、他の公共施設とも連携して、 QR コードを活用した読書の機会を

提供できるのではないでしょうか。  

例えば、QR コードを使った「電子書籍の福袋」や「QR ガチャ」のよ

うなものを作り、コメントだけを見てどんな本かわからないけれど、

QR コードを読み込むと電子書籍にアクセスできるようにすることで、

自分が普段読まない本との出会いを創出できると思います。ポスター

やチラシを通じて、いろんな場所でこうした機会を提供することで、

読書の幅が広がるのではないかと思います。  

委員：安城市の図書館に限ったことですが、一般的には「図書館」と言

いますが、安城市では「図書情報館」という名称を使用しています。

このため、計画を策定する際に「図書館」と「図書情報館」の使い分

けが必要になると思います。  

例えば、15 ページの「多様な子どもたちへの取組み」の最初の行で

「図書館への来館」と記載されていますが、ここでは「図書館」とい

う言葉が使われています。一方で、青色の「機会」の部分では「図書

情報館に来館する」と記載されています。  

「図書館」という言葉は公民館図書室なども含む広い意味で使われ

ていると思いますが、この使い分けについてどのように考えているの

か教えていただきたいです。  

館長：基本的には「図書館」という言葉を使う際には、公民館図書室な

ども含めたイメージを持っていました。ただ、 15 ページについてはお

っしゃる通り、上と下で内容が異なっているようです。  

一応、その点を念頭に置いて書いたつもりでしたが、再度全体を見

直して、「図書情報館」と「図書館」の区別が明確になるように整理

したいと思います。ご指摘ありがとうございます。  

委員： 12 ページの６番「ビブリオバトル」の部分で、「傾聴者が最も読

んで見たい」の「見たい」という表記が漢字になっていますので、修

正をお願いします。 
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事務局：修正いたします。 

委員：感想文や感想画については、学校としては自由課題という形にな

っております。そのため、本好きの子どもたちや、読書に対して興味

の高い家庭の子どもたちが多く参加しています。実際、４年前に西部

小学校の児童が全国で第２位か３位に入賞したこともあります。また、

８年前には東山中学校の生徒が感想画で全国に行きました。安城市の

子どもたちは非常に頑張っており、素晴らしい作品が出ています。  

委員：読書感想画ですが、絵の題材となった本が一緒に置いてあること

で、子どもたちが本に興味を持つきっかけになると思います。単に本

が置いてあるだけでなく、同じ年代の子どもたちが描いた絵があって、

その絵に引きつけられて本を読むという流れがとても良いと感じまし

た。 

こういった取組みをうまく活用することで、本に親しむ子どもたち

がもっと増えるのではないかと期待しています。  

会長：先ほど高校生の POP や紹介本の話がありましたが、中高生の感想

文について、親御さんが熱心な方が多いということで、それなら、親

御さんに POP を書いてもらうのはどうでしょうか。具体的には、自分

が中高生の頃に読んで面白かった本や、自分の子どもに読ませたい本

を親御さんに POP に書いてもらうというものです。そうすることで、

その POP を図書館などに置いておけば、自分の子どもだけでなく、同

年代の子どもたちにも広く本を紹介することができるかもしれません。

書いてもらうのは少しハードルが高いかもしれませんが、試してみる

価値はあると思います。 

事務局：ありがとうございます。今後の参考にさせていただきます。 

会長：その他、ご意見ご質問等ありませんでしょうか。発言がないよう

でしたら、協議・報告事項については終了させていただきます。 

本日予定されている議題は全て終了しましたので、事務局にお返し

します。  

 

事務局：浮森会長、議事の取り回しありがとうございました。  

それでは、最後に次第３「その他」でございます。  

今年度の図書館協議会ですが、次回は来年３月１６日（月）午前  
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１０時開催を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。  

 最後に委員の方で、本日の協議会について、ご質問、ご意見等がござ

いましたら、ご発言をお願いいたします。  

よろしいでしょうか。  

それでは、これをもちまして、本日の協議会を終了させていただき

ます。お気をつけてお帰りください。本日はありがとうございました。  

 

閉会 午後４時 


